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◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備 
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備 
※小動物から超大型犬（40kg以上） 

〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１ 
０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

　
正
月
休
み
は
皆
さ
ん
ど
う
過
ご

さ
れ
ま
し
た
か
。テ
レ
ビ
尽
く
し
の
日
々

を
送
っ
て
い
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。テ
レ
ビ
と
い
え
ば
、今

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、も
う

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。今
年
は
平

清
盛
と
い
う
こ
と
で
、刀
で
の
戦
い
シ

ー
ン
が
見
所
で
も
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、今
回
は
刀
で
あ
る「
た
ち
」に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
実
は
、「
た
ち
」と
いっ
て
も「
大
刀
」

と
書
く
場
合
と「
太
刀
」と
書
く
場

合
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。ど
ち
ら
か
し
か
知
ら
な
か
っ
た
場

合
、よ
く
字
が
間
違
っ
て
い
る
と
ご

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し

か
し
、こ
れ
は
ど
ち
ら
も
正
し
く
刀

を
指
す「
た
ち
」な
の
で
す
。こ
の
呼

び
名
は
主
に
時
代
と
形
式
で
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。 

 
ま
ず
時
代
で
分
け
る
と
、「
大
刀
」

は
古
墳
時
代
や
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
太
刀
」

は
平
安
時
代
以
降
の
も
の
を
指
し

ま
す
。次
に
形
式
で
分
け
る
と
、「
大

刀
」は
主
に
直
刀
の
も
の
、「
太
刀
」

は
反
り
の
あ
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
那
珂
川
町
の
遺
跡
か
ら
も「
た
ち
」

は
出
土
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、那

珂
川
右
岸
の
段
丘
状
に
あ
る
首
長

原
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
た「
大
刀
」で
す
。そ
れ

は
副
葬
品
の一つ
と
さ
れ
て
い
て
、死

者
の
か
た
わ
ら
に
副
え
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
古
墳
は
、平

成
４
年
度
に
発
掘
調
査
さ
れ
直
径

17ｍ
の
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

 
石
室
内
か
ら
は
大
刀
の
他
に
も

豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
、鏃（
や

じ
り
）、刀
子（
こ
が
た
な
）、耳
環（
イ

ヤ
リ
ン
グ
）、銅
釧（
腕
輪
）の
ほ
か
、

勾
玉
、管
玉
、切
子
玉
、ガ
ラ
ス
玉
な

ど
の
装
飾
品
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

は
、発
見
時
は
状
態
が
悪
く
、調
査

後
に
保
存
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 
現
在
、な
す
風
土
記
の
丘
資
料

館
の
小
川
館
で
は
、平
成
23
年
度
巡

回
展
「
栃
木
の
遺
跡
―
最
近
の
発

掘
調
査
の
成
果
か
ら
―
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、保
存
処
理
が

終
わ
っ
て
よ
う
や
く
皆
さ
ん
に
お
見

せ
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
首
長
原
古

墳
の
出
土
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、豊
富
な
遺
物
が
出
土
し
た

片
府
田
富
士
山
遺
跡（
大
田
原
市
）

や
、口
を
下
に
伏
せ
た
甕
が
出
土
し

た
三
ツ
木
西
和
久
遺
跡（
那
須
烏

山
市
）な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
23
年
3
月
11
日
に
起
き

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
損
害
を

受
け
、そ
の
後
大
学
生
達
に
よ
っ
て

修
復
さ
れ
た
那
珂
川
町
小
川
公
民

館
の
資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。 

 
そ
し
て
年
度
末
を
締
め
く
く
る

今
年
度
最
後
の一
大
イ
ベ
ン
ト
、「
風

土
記
の
丘
成
果
発
表
会
・
遺
跡
発

表
会
」が
2
月
19
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
は
、今
年
度
風
土
記

を
利
用
さ
れ
た
方
々
が
そ
の
成
果

を
発
表
し
て
く
だ
さ
り
、展
示
遺
跡

に
つ
い
て
も
講
師
の
方
々
に
詳
し
く

解
説
し
て
頂
き
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
ち
ら

も
足
を
運
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
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ふ
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く
し
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ま
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だ
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ま
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大
金
　
優
真
 

 森
島
　
優
羽
 

 久
保
田
修
平
 

齋
藤
　
武
雄
　（
８１
）　
　
馬
　
頭
 

飯
塚
　
正
男
　（
８９
）　
　
馬
　
頭
 

鈴
木
　
裕
子
　（
３２
）　
　
馬
　
頭
 

黒
羽
　
利
男
　（
７０
）　
　
馬
　
頭
 

 
野
か
づ
ゑ
　（
９４
）　
　
馬
　
頭
 

大
金
　
喜
平
　（
８９
）　
　
健
　
武
 

阿
久
津
テ
ル
　（
９０
）　
　
矢
　
又
 

小
河
原
未
　
　（
８１
）　
　
和
　
見
 

佐
藤
　
定
子
　（
８８
）　
　
和
　
見
 

薄
井
　
三
枝
　（
９４
）　
　
小
　
口
 

大
森
　
　
雄
　（
６５
）　
　
北
向
田
 

小
堀
　
文
雄
　（
６７
）　
　
松
　
野
 

小
川
　
　
吏
　（
８３
）　
　
松
　
野
 

益
子
　
忠
信
　（
８０
）　
　
富
　
山
 

�
野
ア
ヤ
子
　（
８７
）　
　
富
　
山
 

岡
　
　
朝
子
　（
７３
）　
　
盛
　
泉
 

渡
邉
　
モ
ト
　（
９３
）　
　
大
山
田
下
郷
 

佐
藤
　
キ
ク
　（
９３
）　
　
大
山
田
下
郷
 

田
邊
　
チ
ヨ
　（
８８
）　
　
大
山
田
下
郷
 

深
澤
ハ
ツ
ヱ
　（
８９
）　
　
大
山
田
下
郷
 

渋
井
　
良
一　
（
８４
）　
　
大
山
田
上
郷
 

福
井
ま
す
子
　（
８３
）　
　
小
　
川
 

玉
川
　
　
龍
　（
８４
）　
　
小
　
川
 

和
泉
　
正
義
　（
７９
）　
　
小
　
川
 

増
子
八
洲
子
　（
８３
）　
　
小
　
川
 

薄
井
　
タ
カ
　（
７９
）　
　
小
　
川
 

佐
藤
キ
ス
イ
　（
８８
）　
　
小
　
川
 

大
森
　
孝
夫
　（
６４
）　
　
芳
　
井
 

佐
原
　
タ
ミ
　（
８２
）　
　
浄
法
寺
 

2月1日現在の人口 
（住民基本台帳） 

（　）内は前月との比較 

男 

女 

計 

世帯数 

9,460人 

9,383人 

18,843人 

　6,114　 

（－18）  

（－12） 

（－30） 

（－8）  

首長原古墳　遺物出土状況 
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